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タブレット端末を使用した授業のオンライン配信等について 

 

新秋の候、保護者の皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は本校の教育活動にご理解と

ご協力をいただき、ありがとうございます。 

さて、８月２７日付けの文書にて「オンライン配信実施にあたり、お願いしたいこと」等についてお知らせしたとこ

ろですが、保護者の皆様や教職員からの意見等を集約し、内容を追加いたします。今回、追加した項目については、 

朱書きしております。 

 

◆オンライン配信実施にあたり、お願いしたいこと 

・オンライン授業を受ける場合は、タブレットによる欠席連絡のその他の欄に「オンライン授業を受ける」と明記し

てください。（担任把握のため） 

・８時３０分から参加してください。（多少時間がずれることもありますが、ご了承ください。） 

・授業を配信している時に、教室からのノイズが大きくなるような活動の場合は音声をオフにしますので、教室

からの音声が流れません。通信環境が悪いわけではございません。 

・教科や活動内容によっては配信することができない場合があります。その際は、活動内容等について、

「Classroom」でお伝えします。 

・ご家庭からのタブレットのマイクがオンになっていると、ご家庭の音声が流れてしまい、教室からの音声が聞こ

えなくなる場合があります。 

・授業以外の連絡も、「Google Classroom」にてお伝えします。 

・授業中の課題の提出方法は、別途担任よりお知らせします。 

・配信は保護者の参観用ではありませんので、対象の児童機のみご使用いただき、児童のみ参加してください。 

・教室や運動場等において、子どもたちの活動する様子が映る場合があります。気になる点がありましたら、お

知らせください。 

・個人情報保護の観点から、授業の様子を録音・録画することは禁止しております。 

・最初からオンライン学習に参加ができなかった場合、途中からでも大丈夫ですので、参加してください。教員が

気付かない様子でしたら、「今、入りました」等、声をかけてください。（教員が気付くまで、多少タイムラグがあ

るかも知れませんが、ご容赦ください。） 

・自宅にて、オンライン授業を受けている場合、画面をオンにしたり、オフにしたりする場合があります。担任の 

指示に従ってください。 

・自宅での学習も、学校で学習をしていることと同様です。この点をふまえて、自宅での取組をお願いします。学 

習以外のことをしているなど、指導が必要な場合は、個別に声をかけます。ご家庭でも、ご指導をお願いします。 

 

◆その他 

 ・現状を鑑み、新型コロナウイルス感染症に関わらず、すべての場合において、家庭からの提出物については、原

則、保護者様が学校にお持ちください。近所のお子さんに連絡物を託す場合は、当該児童の保護者と連携をお

願いします。また、学校からの連絡物等についても、原則、保護者様が学校に受け取りに来てください。諸事情

がある場合は、個別にお問い合わせください。 



 ・登校班の班長、副班長がいない場合、近くの登校班と一緒に登校するよう子どもたちに話をしています。他にも

お気づきの点がありましたら、お知らせください。 

 ・オンライン学習をする日は、事前に、登校班の児童に登校しない旨を伝えてください。（登校班の子どもたちが、

集合場所で出発時刻を過ぎても待っていた事案がありました。） 

 ・「コロナ不安による出席停止扱い」は、オンライン授業を受けている場合に限ります。また、「給食費返還」の対象

も、オンライン授業を受けている場合のみとなります。(特例として、登校後、給食の喫食に不安があり早退する

場合は、給食費返還の対象とします。普段の早退と同様、保護者が必ずお迎えにきてください。) 

 ・「コロナ不安による出席停止扱い」としてオンライン授業を受ける場合は、必ず、担任の指示に従ってください。

画像も音声もオフにしたままや、提出物が出ないなどの場合は、「欠席扱い」とします。 

 ・ごく一部ではありますが、オンラインゲームの音声が聞こえたり、食べ物を食べながら授業を受けたりするなど、

不適切な状況が見受けられます。オンラインによる学習は、学校で学習していることと同様です。学習に対する

姿勢について、ご家庭においても、指導をお願いします。 

・体調不良等の場合は、オンライン授業に参加をせず、ゆっくりと休養を取ってください。放課後等、担任からご連 

絡をさせていただきますが、ご家庭からも、ご連絡をいただきますよう、お願いします。お子さんの状況につい 

て、こまめな情報共有等が大切です。 

 


